
誓 (ちか)いの辞 (ことば)

ただ今 (いま)、ご本尊 (ほんぞん)の御前 (おんまえ)において帰 (き)敬式 (きょうしき)を受 (う)け、法名 (ほうみょう)をいただきました。
阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)は、かぎりない寿 (いのち)とかぎりない光 (ひかり)であり、本当 (ほんとう)の自分 (じぶん)の姿 (すがた)に目覚 (めざ)めるよう、私 (わたし)を照 (て)らし、護 (まも)り、導 (みちび)いてくださっています。
今日 (きょう)からは、生 (う)まれた意義 (いぎ)と生 (い)きる喜 (よろこ)びを、生活 (せいかつ)の中で確かめながら、この私にまで教 (おし)えを伝 (つた)えていただいた多 (おお)くの方々 (かたがた)のご恩 (おん)をおもいつつ、生 (い)きていきます。

年　月　日

受式者 (じゅしきしゃ)　〇　〇　〇　〇
　　　釋 (しゃく)（尼 (に)）〇　〇

